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1. 基本構成と役割
PCの基本構成 （あくまでも例です）

本体（通称）
入力装置

キーボード
マウス

出力装置
ディスプレイ（モニタ、スクリーン）

(拡張)記憶装置
光学ドライブ

（外部）記憶媒体
光ディスク, USBメモリ,
フロッピーディスク

（例）

フロッピーディスク

1. 基本構成と役割
キーボードとマウス

(通称)10Key

Control panel
⇒コンピュータの簡単操作
⇒コンピュータの簡単操作センター
⇒スクリーンキーボードを開始します

スクリーンキーボード
（ソフトウェアキーボードのWindows7での起動法）

Keyboard (KB):主に文字・数字・記号の入力が目的

Mouse:主に座標の入力と
（簡単な）制御情報入力が目的

Trackball：マウス以外の
座標入力装置の例

（入力装置の代表）

大文字：小文字の切り替えはShift キー

Pointing device: 座標入力装置
1. 基本構成と役割
キーボードとマウス （入力装置の代表）

（ホイール付）3ボタンマウスの例

GUI  vs  CUI

Graphical User Interface:
視覚的な操作により情報を入力

[操作の対象]
(例) アイコン、メニューボタン、ポインター

[具体的な操作]
(例)  クリック、ダブルクリック、ドラッグ

Character User Interface
文字入力として情報を入力



２．コンピュータの仕組み
CPUと記憶装置([広義の]メモリ) CPU：Central Processing Unit

（中央処理装置） 通称：プロセッサ

CPUは記憶装置上にあるプログラムと呼ば

れる命令列を順に読み込んで解釈・実行
することで情報の加工を行う

Storage Unit
（記憶装置）

記憶装置は情報（プログラム、データなど）
を記憶（保持）しておく装置。
代表は メモリ(Memory), ハードディスク

Mother Board
（マザーボード，基板）

Power Unit
（電源装置）

２．コンピュータの仕組み
CPUと記憶装置(メモリ)

CPU：Central Processing Unit
（中央処理装置）

Storage Unit
（記憶装置）

メモリの大分類

ROM（Read Only Memory): 読み出しのみ、不揮発性
RAM(Random Access Memory): 読み書き可能、揮発性

「揮発」の考え方
電源を切ったときに、情報（記憶）が
蒸発（揮発）して失われる現象

ビット(bit)とバイト(Byte)

CPUのハードウェア性能指標の例
・動作周波数（クロック周波数）
・（基本処理単位の）ビット数
・内蔵キャッシュメモリの容量
・データバス幅のビット数

２．コンピュータの仕組み

記憶とメディア

Disk と Disc両方とも “ディスク”
Disk:HDDなどの磁気記憶媒体
Disc:CDなどの光記憶媒体

https://support.apple.com/ja‐jp/HT201697

SDメモリ 数GB～数十GB

速度
（遅い）CD≦DVD≦BD≦HD≦USBメモリ（速い）

（SD,CFメモリ）

HDD: Hard Disk Drive
SSD: Solid State Drive
SD: Secure Digital
CF: Compact Flash

光 磁気 電気（電荷）

紙媒体でのディジタル記憶
紙テープ、パンチカード

80文字分

コンピュータの基本構成[学術的な表現]（ちょっと古典）

中央処理装置
(CPU)

主記憶装置
(Main Memory 

Unit)

入出力装置
(Input/Output

Unit)
データ データ

制御信号

制御信号

（入力装置 と 出力装置を分けて書く表現法もあり）


